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研究開発の目的

・加速度計測システムを利用した AEトモグラフィ解析
・原位置での最適計測システムの構築
・底面ひび割れが観察できない床板においても内部損傷評価可能

研究開発の内容

・シミュレーションによる検討

床版の維持管理高効率化のための非破壊検査法の開発

京都大学　塩谷 智基
E-mail : shiotani.tomoki.2v@kyoto-u.ac.jp

■ 床版の維持管理高効率化のための非破壊検査法の開発 
 担当者名 塩谷智基 
  E-mail : shiotani.tomoki.2v@kyoto-u.ac.jp 
  参画研究者名 宮川豊章，大津政康，西田孝弘，麻植久史，橋本勝文 
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最適センサ間隔 

センサ配置密度（一定範囲
内のセンサ数）と解像度の
関係を明らかにした 

加速度領域におけるAE計測システム開発 

最小損傷検知サイズの
検討による低コスト化 

明瞭度の導入 

データ品質の
確保するため
の品質基準を
設定 
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・実験的検討

研究開発された技術・成果（まとめ）

底面ひび割れが確認できない床板においても床板内部の損傷部を検知できる

実用化イメージ

未来への展望
・センサの無線化、ドローンによるセンサ設置等による計測簡易化
・ネットワークを通したデータ収集によりRC 床板の損傷モニタリング
・新規床版の長期的・効率的な維持管理における貢献

参画研究者　　宮川 豊章、大津 政康、西田 孝弘、麻植 久史、橋本 勝文

実用化イメージ 

未来への展望 

研究開発された技術・成果（まとめ） 

上層の水平ひび割れと中層のせん断ひび割れに低速度領域が対応している 

A B 
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SIP終了後 

技術移転 
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